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わたしの娘、さやかが幼稚園年長のときに書いたお話です。

わたしは句読点をたし、
少し文末等の言葉を整えた程度で、

ほぼ娘の書いたままにしてあります。





いきかえったおとうさん


木内さやか



あるひ、もりで３さいぐらいのこがママといっしょに

あるいていました。

もりはおそろしいどうぶつがたくさんいました。

そのこは　どうぶつがきらいでしたので、

そっとそっとあるいていました。

でもこどもは　だんだん　じょうぶになってきました。

だからママをつれていくようになり、ママも　へいきになりました。

そしてとうとうママが　しんでしまうというときがやってきました。

こどもはだれかにあずけてもらいました。

でもいやがりました。

「いやだ～」

でもあずけてもらわないと　しねません。



まだ、おはなしは　おわっていません。

でもまだ　だれにあずけるか　きまっていません。

「どうしよう、だれか～」

といっていると

あずけやさんがきました。

「あ！あそこにあずかってもらおう」

そしてききました。

「うちのこどもをあずかってもらえませんか？」

「いいですとも」

といいました。

「やったー」

とひとりごとをいいました。

「あ～でもいやがるのかな～。きいてみよう」

と、いえのなかへ　はいってみました。

「ねえねえ、あずけやさんに　あずかってもらわない？」

「いいよ」

といい、そしてほんとうに　しんでしまいました。

そのとき！

ピーンポーンと　おとがなりました。

みてみると、しらない人がきました。

「だれだろう」

どあをあけてみるとびっくりです。

パパがかえってきたのです。

「だれ～」

「パパだよ」

「あ～そうかパパか。パパってどんな人か　しらなかった」

「おれはしんで　またいきかえった」

「じゃあ　おかえりでいいんだね」

「もちろん」

そして、いえに　はいるとびっくり。

「こんないえだったかな？」

「すこしソファーのばしょをかえたのかな？」

おかあさんはあせったようにいいました。

あっ、まだこどものなまえをいっていませんでしたね。

なまえは　かえんくん。

みんなは「かえーかえー」とよんでいました。

いまは　はるのおわりですけど　さむいのです。

「あれ？ママしんだんじゃなかったの？」

「いやーそ…れはー。まあいい、もうおひるだ。きょうはたこやきよ」

「わーいわーい」

「わいわいうるさいわね。はやくつくらないとたべられないよ」

「じゃあ、はやくつくろうよ」

「そうだね」

ジュージューとやいていると、そこにおじいちゃんがあらわれました。

どんどんひとがふえてきます。

あらたいへん。おうちがまんいんです。

「このいえは　せまいのー」

「おじいちゃんがくるからじゃないの」

「あらすまんな」

「まあいい、いっしょにたべましょう」

おいしそうなたこやきができました。

ソースとマヨネーズとあおのりとかつおぶしをのせて

「いただきまーす」

「もぐもぐおいしい～、よかったね」

ピンポーン

「あらだれかしら」

ガチャ

「おばあちゃんひさしぶりね。たこやきたべていく？」

「あ～おいしそう～、たべた～い！」



それから１ねんたちました。

しんぶんにこんなことがかいてありました。

おひめさまがピンチ！

「たすけないと」

かえんくんがいいました。

「たすけてくる」

「かえんはだめよ」

「ぜったいいくよ」

いそいで　よういをしました。

くつをはき

「いってきます」

「ちょっとまって」

「なに？」

「どこにいるかわかるの？」

「あっ、わからなかった」

「ちずがはいってるはずよ」

「あっ、はいってるよ」

「これをもっていって。そうすればわかるよ」

ちずをかばんにいれて、ほんとうにいってしまいました。

「だいじょうぶかなあ」

「こわくなったらかえってくるよ」



「ここがこわいまじょのおしろか。よしはいってみよう」

まじょは　るすです。

「よし、るすなら　つかまらない」

ちずをみながら　はいっていくと、とってもこわいおしろでした。

こえがしました。

「うぇーん、うぇーん」

「だれ？」

ときいてみると

「わたしはおひめさまです」

「もしかして、おひめさまがピンチというしんぶんにかいてあった人ですか？」

「そうです。しっているんですか？」

「しってますよ」

「たすけますのでちょっとまっててください。なんがいですか？」

「２かいの１００ばんです」

「わかりました。いきましょう」

あがっていって１００のところにつきました。

どあをあけると、かわいいかわいいおひめさまでした。

くさりに　かこまれていたので、とてもかわいそうにおもいました。

たすけてあげました。

「ありがとう」

ちょうど、まじょがかえってきました。

「たすけてくれてありがとう」

「あっ、ここにうらぐちがあるよ。でよう」

「ふーたすかった。はやくいえにかえらないと」

「じゃあかえりましょう」



「わー」とこえが　きこえてきます。

「あっ、パパのたんじょうびがもうすぐだ。いそいでね」

「はーい」

「いよいよおうちにつくよ」

「たのしみー」

「ついたよ」

「きれいだね」

「ただいま」

「おじゃまします」

「いらっしゃい。ちょうどごはんができたわよ」

たべていると

「ぼくこのおひめさまとけっこんしたいなー」

「いいけどー」

「やった～」



ほんとうにけっこんしきがきました。

「おめでとう」

「おひめさますてき」

こうして　あたらしいいえをたて　しあわせにくらしましたとさ。
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木内さやか


2008年大阪生まれの女の子
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